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定価10〇円(会費に含む) 

新年のごあいさつ 新年の年頭に:あ磨ってこ
(一社)熊本県精神保健福祉会連合会会長 飯塚 幸二

新年あけましておめでとうございます。

2019年のコロナウイルス感染症の蔓延開始から長く続いていた行動規制

がやっと収まり、いつものゆったりした正月休みが続くかと思った矢先、能

登半島での塊簾のニュースが飛び込んできました。 8年前の熊本地震や東日

本壇震が思いだされ、自然の驚異と人間社会の脆弱さを改めて認識させられ

ているところです。被災された方々へお見舞い申し上げると同時に、一刻も

早い安寧が訪れることを願います。

病気や自然災害と戦っていくには、もっともっと人々の知恵と力を合わせていくことが必要

です。一方で、世界では、ウクライナやパレスチナなど、訳もなく人々を苦しめる人間による

災害行為=戦争が続き、膨大な資源が戦争のために浪費されています。直接戦争していないま

でも、日本の政府も軍事費を増大させるという誤った動きに走っています(実質戦争している

ようなもの、戦争をなくすには、戦争の道具(軍備)を減らすしかないことは自明の理です。)

人々が助け合って平和に暮らせる社会に切り替えて行くには亜反対の施策ですね。戦争という

バカげた浪費に向ける資源があったら、防災・医療・福祉の充実に回すべきです。

さて、家族会の活動に話をすすめると、昨年はコロナ禍を過ぎて、家族会の活動が少しずつ

ながら再開される年になったかと思います。オンライン併用の開催から、顔を合わせての研修

会・学習会の開催へと進んできました。まだまだきびしい家族会も多いですが、各地での家族

会の再開・開催や新しい会員さんの参加もすすんできました。今年2024年が精神陸がい者の

家族にとって、明るいニュースが続く年になってほしいもので

す。

昨年、国連からの勧告で話題になった障富者権利条約ですが、

2024年は条約の批准から1 0年の節目となります。勧告を受け、

まだまだ条約と諦離の大きい日本の障害者施策の見直しが進

むことを期待したいと思います。精神陸曹者の長期入院政策が

正せるか、家族の支援まで手が届くか、独立した人権機関が設

置できるか、などなど。また、今年予定されている優生保護法

(次ぺ場ジヘ続く→)
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の被害への補償を求める裁鞠の行方や、ケアラーへの支援の動きも注目したいと思います。

4月には昨年度改証された障害者総合支援法が施行され、塊域生活支援、相談婁緩、就労支援

など、さまざまな変化が起こります(改藷であってほしいですが主陣がい者の法定雇用率の

引き上げも行われます。陣がい者と家族にとって、良い方向に進むように直結に見守りたいと

思います。

日本社会の制度が整い、陸がい者とその家族が安心して馨らせる社会となれば家族会の活

動も不要になるかとは思いますが、現状では、家族どうしの助け合い・学習の場、家族の要塞

を実現へ声をあげていく場としてまだまだ家族会の存在が必要です。ことしもみなさんのご協

力で家族会の活動が前進することを願い、新年の所感とさせていただきます。
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詐欺は減りません。犯罪の手口や対策を知って、

だまされないようにしましょう。情報は大串です。

ちょっと患振窒コーナ
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皆議、今年もどうぞよろしく懇願い

いたします
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研修のお知ら 「オレンジ・弓シ電」上映会若年性認知庭を細寺号

熊本県若年性認知症受入促進研修の事業の一環で、 「オレンジ・ランプ」という映画が上映

されます。これは、 「若年性認知症と診断された丹野智文民の実話をもとに播く、夫婦の希望

と再生の物語。年齢を重ねていく全ての人へ、より良く生きるヒントがここにある」とありま

す。精神保健福祉の分野の中にも入っている認知症の映画です。ちょっと息抜きがてら、映画

鑑賞はいかがでしょうか。上映後、丹野氏とくまもとオレンジ大使(認知痘本人大使)による

トークセッションもあります。

申込締切

ケアサボ岸トメロン施鎖絨郵

丁軋場合6細象辱駐鱒奉燈篭穏

餞綾:唾義絶国猿人諺郊韻と繭陰徳翁 鱒輔寮鰯

当日までに定貝に達し次第締め切りますのご注意ください
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大会お知ら 祭事9国籍春暁縮神保憾福祉大会

日 時:令和6年1月19白く金)

開場/12時30分

開会/13時30分

会 場:宇土市民会館

表彰
(㊥

草

講演/14時30分 閉会/16時

(住所)宇土市新心路町123 TEしO964-22-0188

講 演:演題「これからの精神保健-コロナ禍を経て-」

講師城野匡教授(熊本学園大学教授)

主 催こ熊本県・公益社団法人熊本県精神保健福祉協会・熊本県精神科病院協同組合

共 催:宇土市

※同時開催 縮柵陸棚い替作品厩(着雷:○○へ)

*** 賛助金の御礼 ***

熊本県精神保健福祉会連合会の事業を進める上で皆様には日頃より多大なご支援、ご協力をいただき深謝申し上げます。こ

の度賛助金のお願いをいたしましたところ、多くの方々にご芳志をいただきました。皆様の温かいご厚意に心より感謝申し上げ

ます。今年度はオンラインをつかった事業開催も軌道に乗り、ふれあいピック、県大会、研修会と開催することができました。

新型コロナ感染拡大をきっかけに家族会活動の縮小を加速させているところがあります。誰しも変化が苦手で、新しいことに手

を伸ばすことに躊躇します。しかし、新しいことにチャレンジすることで少しですが会員数が増に転じている家族会もあります,

年々家族会員が減りますが、地域で悩む家族の希望となれるよう、皆様のお気持ちを心の柱にし、今年もl年歩んでまいります。

力を尽くしますので今後ともよろしくお願いいたします。

県連本部事務局及び熊本きぼう福祉センター報告 (1 2月l田嶋1 2月3 1日)

12月l日(金) へ2日i(土〉 県連一泊研修会/於八代市役所 

8日(金) 宇城・玉名地域家族会合同交流会/於宇土市抜本屋 

11日(月) ピアサポーター研修会打合せ/於オンライン 

16日(土) ボランティア謝恩会/於ボナペティ 

20白 く水) 県社協評議員会/於県社会福祉協議会 

28日(木) 仕事納め 

く1月の日程>

4日(木)仕事始め・初詣・ぜんざい会

1 9日(金)熊本県精神保健福祉大会/於宇土市役所

29日(月)施設家族会

(令和5年度若年性認知症受入促進研修会参加)

/於イオンモール熊本


